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＜連絡事項＞

· 6/15（日）に病院事務グループ庶務チームは不在となりますので、日曜日分の
発注は6/14（土）のうちにお願いします。

　　尚、緊急で故障など見てもらいたいことがあれば、南山苑庶務チームの尾田さ
んへ連絡してください。
· 今年度も小坂医師より安全管理についての勉強会を開催していただく事となりました。
参加対象となる職員は平成20年1月1日以降の新入（中途含め）職員です。

テーマ：病院勤務者のワンポイントリスクマネージメント

第1回：「医療・介護のトラブル防止」

場所：病院2階会議室

日程：6/26（木）　7/3（木）　7/10（木）

時間：15：30～16：00

　

· 環境整備より、307号室と308号室の布団干しは、体育館の上の物干し場を

使用してもいいとの事で、土日の天気の良い日に実施していきます。

・患者様のカミソリ管理について話し合っています。いつも使用しているカミソリはスチール棚の方へ患者様別に整理し、予備の分は今まで通り保管し預かる。

という意見が出ていました。

・今後、週一回の予定で病棟のＳＧＭとＪＧＭのミーティングを行っていきます。

・看護の年間計画

【病棟各ユニットケア基準の整備と運用】担当：沢田Ｎｓ

　【看護データベースの作成】担当：中田Ｎｓ、山田ＰＳＷ

　【行動制限に関してのケアの基準の作成と運用】担当：岩籐Ｎｓ

　【スタッフ個々の経験年数に応じた教育・研修体制が出来る】担当：藤原ＭＮｓ

　【入院から退院・地域までの一貫した看護の体制が出来る】担当：滝田Ｎｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小泉ＭＮｓ

詳しくは年間計画に挟んでありますので、各自確認お願いします。

＜山田ＰＳＷより報告＞

・大下　良悦様～6/5ご家族と面談、青山荘入所申し込みを希望されており、青山荘での生活スタイルや経費などについて説明しています。お母様、妹様も納得しており、申し込み用紙（家族分）を記入しています。また、現在の世帯の確認を行い、世帯は本人、お母様、弟様の3人で生活保護となっています。本人は年金2級を受給していますが、現在お母様が管理しており、生活費として使用しているとの事。本人が青山荘に入居した際に、年金は入居料や生活費として本人管理になる事を説明すると、お母様は「自宅で生活できなくなる。本人はやっぱり家に帰す。」と話されています。世帯分離を情報として提案（世帯は戻せる事、戸籍は抜けない事も同時に説明）すると、前向きな考えとなっています。今後関係機関と検討して頂く事としています。

· 東海林　康之様～6/10次男の信行様に電話連絡しています。保護者選任の手続き

　　　　　　　　　保護者の役割などについて説明し、退院後本人の治療同意がとれない状態で、入院の必要性がある場合選任手続きを行う必要がある旨説明しています。手続きについてすぐに行うかは今後検討するとの事です。任意入院での保護者としては、信行様で良いとの事、（第一連絡先→信行様、第二連絡先→義之様）

また、信行様は今後の本人の処遇については、施設入所を希望しています。主治医面談での内容（外泊を繰り返し行い、施設かその他の住居とするか検討）を伝え、今後話し合い等の機会がある際には協力して頂く事としています。

＜心理検査報告＞

· 佐々木　康子様～5／28心理検査を実施しています。

検査への取り組みはスムーズであったが、教示に対して迷う様子も余りなく少し考えて出てこないと即時に「わからないです」と答える事が多い。

「数唱」では「頭に入ってこない。集中できない…言われても別のことを考えてる」と話す。詳しく聞くと「ソワソワ感が続いている」と言う。「薬変えてもらったからまだいいんだけど…」「せっかちなんだ。気が短い」と内省する。

　　　　　　　　休憩を申しでるが、「大丈夫です、続けます」と話す。先の見通しを伝えると水のみ休憩を申し出る。その後再開するが、2/3程度実施したところで、「いつまで続きますか？」とイライラした調子で聞いてくる。本人に検査の中止を申し出るが、「後からはやりたくない」と言い、無理に続けようとする。検査者の判断で実施しやすい項目のみ取り組んでもらう。

　　　　　　　　検査結果から言語表現や感情などを表現することは得意ではないし、また検査態度から言葉を呑むことが多いので、思いを他者に伝えずにいることは多いと考えられる。ネガティブな感情を話す事が多いが、その感情の吐露を妨げず、無理に肯定的に返す必要も無いと考える。スタッフには適宜、話をしてくることもあるが、他者と距離をとり自分の中で処理しようとすることも多いよう。治療者、援助者は本人の対処法は尊重しながら、自分から話をしてきた時には、ゆっくりと話せる環境を整えることが望ましい。

※看護サイドとして本人の不安・焦燥感等について訴えが

　　　　　　　　　　聞かれた場合は時間をとって傾聴した上で言語化出来ている

　　　　　　　　　　事、自身で対処している（しようとしている）事について

　　　　　　　　　　評価していくようにしましょう。

＜ＯＴ一週間の報告、検討＞

・東海林　康之様～外泊後より取り組み状況に変化あり、パソコンに小説を打ち込ん

　　　　　　　　でいましたが、最近は落ち着いて課題に沿ったものを、取り組む

事できています。今後も気分変動に留意し関わっていきます。

　　　　　　　　　

＜Ｄｒ川端ケースカンファ・診察状況＞

・佐々木　康子様～一週間の服薬自己管理、主治医より許可になり、本日より一週間管理となっています。服薬管理に関するミスやトラブル、

　　　　　　　　　大量服薬について留意し、管理状況について評価していくよう

　　　　　　　　　にしましょう。

・吉田　富秋様～右足首痛の訴え聞かれ、「足を内側につくと痛い、入院前に2Ｆか

ら落ちたせいだと思う。」と話され本人よりレントゲン検査の希望

あり検査指示が出ています。日課・プログラムの取り組み状況や

　　　　　　　　歩行訓練の状況と疼痛について観察・確認していきましょう。

・稲垣　恵利子様～喉の痰からみ、鼻閉あり､ダーゼン3Ｔ・レスプレン3Ｔ　

3×nde　5Ｔ　6/11夕～

　　　　　　　　　臨時処方となっています。飲み切り止めとなります。

　　　　　　　　　身体症状について観察・確認していきましょう。

・戸賀沢　潔様～本人睡意の強さを訴えています。また検査データより血糖値が

　　　　　　　　安定している為、定期薬よりレボトミン（5）2Ｔとパミルコン

　　　　　　　　（2.5）１Ｔ6/11夕～止めとなり、臨時処方となっています。

　　　　　　　　以後定期に変更になります。

　　　　　　　　また、主治医より服薬自己管理一週間分許可出ていますが

今週処方分は3・4日分管理のまま様子を見て、担当スタッフ

が評価し管理日数を検討することとしています。

日課・プログラムの取り組み状況と日中の睡意及び生活

リズムの変化について観察・確認していきましょう。

・東海林　康之様～夜間の失禁があり､日中も睡意強い事から、服薬調整中ですが、徐々に落ち着いてきており、同内容が6/11夕～臨時処方されています。以後定期となります。日課・プログラムの取り組み

　　　　　　　　　状況と水分摂取量、生活リズムについて観察・確認し症状管理　　　　　

　　　　　　　　　の認識を深められるよう関わっていきましょう。

　　　　　　　　　

・佐々木　淳様～左手首痛持続しており、アスモロール１00ｇ処方となっています。

　　　　　　　　左手首の状態について観察・確認し、不用意な可動や控えるよう

　　　　　　　　関わっていきましょう。また、シーネ固定が続いている事による

　　　　　　　　心的負荷によると考える気分変動が見られています。周囲との

　　　　　　　　トラブルについても併せて観察・確認していきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　

・清川　厚子様～排泄コントロール目的にてアローゼン１Ｐ　1×（夕）7Ｔ　6/11夕～臨時処方となっています。以後定期となります。

鼻閉の訴えあり、ツムラ②　3Ｐ　3×（食前）/3Ｔ　6/11夕～

臨時処方となっています。お湯に溶かして飲ませて下さい。

飲み切り止めとなります。身体症状の観察・確認と共に日課

・プログラムの取り組み状況について観察・確認していき

ましょう。

・大下　良悦様～青山荘入所について確認し、「行きたいです。」と話されていま

す。主治医より今後見学して行くようにとの事です。山田ＰＳＷに連絡し、6/16（月）11：00を予定しています。日課・プロ

　　　　　　　　グラムの取り組み状況と共に今後への焦燥感や不安感について

も併せて観察・確認していきましょう。

　　　　　　

　　　　　　　　

















































